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はじめに

三芳町教育委員会

教育長富田信男

三芳町には埼玉県指定文化財「竹間沢車人形J、県指定旧跡「三富

開拓地割遺跡jをはじめ、数多くの文化財が残されています。この

ような多くの文化財は、三芳町を築き上げてきた先人たちの知恵と

努力を学ばせてくれるものであり、大切に保護していくべきものと

考えます。

埋蔵文化財もこうした大切な文化財の一つであります。三芳町に

は約40か所を数える埋蔵文化財包蔵地すなわち遺跡が存在しますが、

近年、住宅開発・企業進出等が目覚ましく、遺跡内にも開発の波が

及んでおります。

このような状況のなかで、三芳町では文化財の保護を教育行政重

点施策として掲げ、開発に際して消滅してしまう慎れのある埋蔵文

化財の記録保存調査をその一環として進めてまいりました。

本書は、三芳町が受託事業として実施した新開遺跡Td区埋蔵文化

財記録保存調査の成果をまとめたものです。今回の調査では、平安

時代の須恵器生産工房が発見され、当時の技術を知る上での手掛か

りを得iることカヲで、きました。

本書が多くの方々の埋蔵文化財に対する理解と関心を深めるとと

もに、郷土の歴史・文化遺産を受け継ぎ、より一層の理解を得るた

めの一助となることを願ってやみません。

最後となりましたが、開発者であり、また、発掘調査にあたり多

大なるご理解・ご協力を賜りました池上垂穂氏に厚く御礼申し上げ

ます。



伊j Eコ

1. 本書は、埼玉県入間郡三芳町大字竹間沢字新開352-1の一部に所在する新開遺跡内の駐車

場造成に伴う発掘調査報告書である。三芳町が より委託を受け、三芳町教育委員会

が主体となり実施した調査の成果をまとめたものである。

2. 発掘調査ならびに本報告書作成に要した費用は、 負担した。

3. 発掘調査は、平成 3 年 4 月 9 日~7 月 15 日まで実施し、遺物整理・報告書作成は、平成 3

年7月~平成4年3月31日まで実施した。

4. 本書の原稿執筆・写真撮影・編集は柳井章宏が行い、挿図等の作成は調査協力員全員の協

力を得た。

5. 本書の図版の縮尺等の読み方はそれぞれの図で示した。

6. 本書に掲載した地図は、国土地理院発行の 1/25，000地形図「与野Jおよび「志木」、三芳

町発行の 1/2，500三芳町全図である。

7. 発掘調査及び出土品の整理・報告にあたり、下記の諸氏・関係機関にご教示・ご指導を賜

わった。記して感謝の意を表したい。(順不同・敬称略)

会田 明、荒井幹夫、飯田充晴、尾形敏則、加藤秀之、小出輝雄、佐々木保俊、笹森健一、

杉本良、斯波治、高崎直成、坪田幹男、早坂康人、鍋島直久、柳沢健司、和田晋治、

埼玉県文化財保護課、大井町教育委員会、富士見市立考古館

凡例

1. 挿図の縮尺は、工房跡1/60、土坑1/30、杯1/3、聾・瓦 1/4を基本とした。

2. 挿図中で推定線には点線を用いた。

3. 表中の計測値の( )内の数値は推定値または現存高を表す。

4. 胎土粒子に関する各項および表の基準は以下のように定めた。

操:2.0mm以上

粗砂:0.2~2 . 0 mm 

細砂:0.2mm未満

5. 杯の実測図において、口唇部の実線は明確な稜線を表し、体部の実線および破線はロクロ

調整の際のゆるやかな稜が存在することを表す。

6. 土器の実測図中、中軸線が一点鎖線の場合は 180"回転させて復元実測したことを示してい

る。

7. 色調の判別には、「新版標準土色帳J(日本色研事業社発行)を利用した。

8. 挿図中の番号と写真図版中の番号は一致する。
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1 .調査の経緯

新開遺跡が存在する竹間沢字新聞周辺は、東武東上線みずほ台駅に近く、昭和 51年より区画

整理に先立つ発掘調査が行われ、旧石器時代・縄文時代中期・平安時代の窯業関連の遺構・遺

物が発見されている。

今回の調査は、平成2年4月13日付けで開発者 より竹間沢字新聞352-1の一部(400

m2) における駐車場造成に先立ち、遺跡有無の確認のための試掘確認調査依頼書が提出された

ことに始まる。三芳町教育委員会ではこれを受けて試掘確認調査を実施したところ、平安時代

の遺物が確認されたため、その保護について協議するよう回答した。平成3年2月19日開発者

との協議の結果、開発は避けられないとの結論に達したため、やむを得ず事前の記録保存調査

を実施することで合意を得た。平成3年3月8日付けで開発者より埋蔵文化財発掘の届出が提

出され、 3月 11日付け三芳歴発第97号で三芳町教育委員会より埋蔵文化財発掘調査の通知が

文化庁長官宛に提出された。平成3年4月2日付けで の聞に「新開遺跡Td区埋蔵文

化財記録保存調査委託契約」が締結され発掘調査が実施されるに至り、平成3年4月3日付け

3委保記第5-1357号で文化庁より受理通知を受けた。

発掘調査は、平成3年4月9日から 7月15日にかけて実施され、整理・報告書作成は平成3

年7月から開始し、平成4年3月末日をもって終了した。

第 1図調査位置図 (1/5，000)
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II.新開遺跡の位置と環境

1) 地理的位置

三芳町の位置する武蔵野台地は、関東平野の西南部に位置し、東西約 40km、南北約30km

に及ぶ、大規模な台地として知られる。武蔵野台地の西北部加冶丘陵(阿須山丘陵)と入間川が

境となり、北東部は荒川の沖積低地で終る。西南部は、多摩川の沖積低地が境となり、南東部

は東京湾岸のいわゆる下町低地である。

武蔵野台地は、奥多摩の山地より流れ出る多摩川の開析扇状地であるといわれ、その扇頂に

あたる青梅付近で標高 180mを測り、立川で約85m所沢で約60m、三芳付近で約40mと東に

向かうに従って次第に低下し、武蔵野台地の東端部では標高約 20mとなり荒川低地へ至る。台

地の東端部には、沖積地に向かう幾つかの谷が形成されており急崖を成している。

三芳町はこの武蔵野台地の東北縁辺部に近い部分に位置しており、町西部域は標高約45mを

測り、殆ど平坦な地形を呈する。一方、標高 30mの等高線を境とする町東部域には、荒川とそ

の支流である柳瀬川や江川などが形成する東方の沖積地(荒川低地)に向かう谷が現在5条存

在し、やや複雑な地形を呈している。

この 5条の谷を南からみていくと、まず、三芳町と新座市・志木市を大きく割している谷が

荒川の支流・多摩川の名残川とも呼ばれる柳瀬川によって形成された谷である。この谷の両岸

には崖面からの湧水により小さな谷戸が数多く形成されている。

次に通称唐沢堀とよばれる堀割を通す谷が、川越街道西側(現在の淑徳短期大学付近)に谷

頭をもち、大字竹間沢と大字藤久保の聞に形成されている。以前は谷頭付近に湧水があったと

聞くが、現在は工場等が建設され埋め立てられている。この谷は三芳町内において比高差約5m

程の緩傾斜をもって開析し、富士見市関沢字八ケ上付近(東武東上線みずほ台駅と鶴瀬駅の中

間)で江川を流す谷に合流する。

唐沢堀の谷と合流する江川を流す谷は、大字藤久保東の川越街道付近に谷頭をもち、東方に

延びている。この谷は、上述の唐沢堀を流す谷と富士見市字八ヶ上付近で合流し、富士見江川

となって谷幅を広げ富士見市水子字打越付近で沖積面に至る。

大字藤久保字富士塚付近の富士見市境にも緩やかな谷が存在する。この谷は、通称権平川を

流す谷で湧水源は富士見市域に存在し、谷頭が三芳町内に僅かに入り込んでいるのみである。

最後に三芳町と大井町の行政界付近に緩い谷が形成されている。これは武蔵野台地の特徴と

いえる末無川の一つである砂川を流す谷である。砂川の流れは狭山丘陵に端を発するが、三芳

町まで流れは至らず所沢市中富付近で消滅する。三芳町付近の砂川の谷は、現在雨水排水用の

堀割として存在する。

上述のように三芳町には、現在において台地を開析する 5条の谷が形成されていることを確

認することができるが、柳瀬川の谷を除く他の4条の谷はいずれも緩やかな開析である。しか

し、これらの谷が延びる富士見市域の武蔵野台地北東端部付近では、いずれも谷底を深くし、台

地を切り裂くような急崖を呈する。
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2) 考古学的環境

三芳町には約 40か所の遺跡が知られる。このうち 1か所は埼玉県指定旧跡「三富開拓地割遺

跡Jであり、江戸時代中期の武蔵野における新田開発の村落形態の名残をとどめている。残り

の全ては原始・古代を中心とした埋蔵文化財を包蔵する遺跡である。原始・古代の遺跡の殆ど

は谷を臨む台地上に位置するため、地形的条件により三芳町では町東部域に遺跡の集中が見ら

れる。

柳瀬川を臨む台地上には、遺跡が連続して見られる。第2図に示した範囲で数えるだけでも

左岸に 13か所、右岸に 3か所の遺跡が知られる。柳瀬川に面した遺跡のうち、左岸に位置する

三芳町内には上流より古井戸山遺跡 (38)、本村南遺跡 (37)、本村北遺跡 (36)、北側遺跡 (35)

が知られる。本村南遺跡は、かつて弥生時代中期末葉(宮の台式)の土器が出土したことで知

られる。また、近年の発掘調査により弥生時代中期末葉から弥生時代後期末葉を中心とする集

落遺跡として位置付けられよう。隣接する古井戸山遺跡からは、旧石器時代、縄文時代早期~後

期、弥生時代前期~後期、奈良・平安時代、中世の遺物が認められ、縄文時代から弥生時代を

中心としながらも連綿と続く複合遺跡として捕らえることができょう。下流の南通遺跡 (34)、

北通遺跡 (33)、上流の新座遺跡 (40)、右岸に位置する柏の城遺跡 (42)、西原大塚遺跡 (43)

も弥生時代の遺跡として知られる。このように柳瀬川下流域には弥生時代の遺跡が集中してい

ることが分かる。これは、比較的広い沖積地が発達していることや、台地縁辺からの湧水によ

り小さな谷戸が数多く存在することが、初期の水稲耕作の生産基盤として適していたためであ

ろう。

唐沢堀を流す谷に沿って、右岸に新開遺跡 (29)・出生窪遺跡 (39)が存在する。新開遺跡は

昭和51年から調査が進めれ、旧石器時代キャンプ跡や平安時代の窯跡、工房跡が発見された

ことで知られる。出生窪遺跡からは縄文時代の集石や磨製石斧、弥生時代の土器等が確認され

ている。また、対岸の三芳唐沢遺跡 (28)、やや下った位置に松ノ木・唐沢遺跡 (27) が存在し

旧石器時代のキャンプ跡・縄文時代の集落跡が検出されている。

江川水源付近の右岸には、俣埜遺跡 (26)が存在する。過去数回の発掘調査が行われ、旧石

器・縄文早期~中期・平安時代の複合遺跡として捕えられている。現在の水源より開析谷はさ

らに奥に入り込み、谷に沿って 4か所の遺跡が知られる。右岸には藤久保東遺跡(22)、藤久保

東第二遺跡 (23)が存在する。藤久保東第二遺跡からは、 Ib期からIc期の石器群が検出されて

いる。左岸には、藤久保東第三遺跡 (24)、藤久保遺跡 (25)が存在する。共に旧石器時代から

縄文時代にかけての遺物・遺構が検出されており、藤久保東第三遺跡・藤久保遺跡からは、対

岸に存在する藤久保東第二遺跡とほぼ同時期の遺物が検出され，その関連が注目される。江川

下流域(富士見市域)には、左岸に本目遺跡 (21)、隆起線文土器を出土した八ヶ上遺跡 (20)

縄文前期・奈良時代の集落跡が発見された殿山遺跡(16)が存在する。右岸には、旧石や縄文

前期の貝塚で知られる打越遺跡(18) や山崎遺跡(17)が存在する。

このように、三芳付近には武蔵野台地縁辺部より切り込む開析谷が多く存在しており、これ

らに面した高台には必ずと言ってよいほど遺跡が集中して存在している。
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第 2図周辺の地形と遺跡 (1/50，000)

1，上福岡貝塚 2，長宮遺跡 3，鷺森遺跡 4，宮廻遺跡 5，鶴ケ舞遺跡 6，亀居遺跡 7，江川南

遺跡 8，西ノ原遺跡 9，大井氏館跡・大井戸上遺跡 10，東台遺跡 11，貝塚山遺跡 12，山室遺跡

13，羽沢遺跡 14，谷津遺跡 15，黒貝戸遺跡 16，殿山遺跡 17，山崎遺跡 18，打越遺跡 19，水子貝塚

20，八ケ上遺跡 21，本目遺跡 22，藤久保東遺跡 23，藤久保東第二遺跡 24，藤久保東第三遺跡 25，藤

久保遺跡 26，俣埜遺跡 27，松ノ木・唐沢遺跡 28，三芳唐沢遺跡 29，新開遺跡 30，東台遺跡 31，正

網遺跡 32，栗谷ツ遺跡 33，北通遺跡 34，南通遺跡 35，北側遺跡 36，本村北遺跡 37，本村南遺跡

38，古井戸山遺跡 39，生出窪遺跡 40，新座遺跡 41，城遺跡 42，柏の城遺跡 43西原大塚遺跡 44，下

宿内山遺跡 45，浅間後遺跡
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111.調査の概要

1. 遺跡の概要

新開遺跡Td区は、埼玉県入間郡三芳町大字竹間沢字新開352番地lに所在する。今回の調

査は駐車場造成に先立ち実施され、調査対象面積は400m2であった。

本遺跡は、武蔵野台地を開析する小河川唐沢堀の上流部右岸台地縁辺部に位置し、周辺にお

ける過去の発掘調査の結果から、旧石器時代、縄文時代、平安時代に渡る複合遺跡とされ、そ

の中心は、平安時代の須恵器生産を主とする窯業関連遺跡と捕えられている。

今回の調査により発見された遺構は、平安時代須恵器製作工房跡と推定される竪穴遺構1軒

と土坑5基、時期不明の土坑1基であった。

遺物の出土総点数は9.097点であり、その約90%が酸化炎焼成された須恵器坪の破片であっ

た。

2. 調査の方法

今回の発掘調査はグリッド (Grid)法により行った。 4mX4mのグリッドを公共座標に則

って設定し、隣接する Tb区のグリッドラインと統ーしたため方位はN-49056'56" -Wである。

グリッドは、南北ラインをアラビア数字、東西ラインをアノレファベットで表し、南西隅の交点

を基点としてグリッド名称とした。座標値はA-l区でX=-19124.069Y=-25958.585 H= 

25.783 mである。

出土遺物は、可能な限り実測・記録するように努めた。実測の方法はグリッドも基準として

行った。

3.層位

本遺跡の調査では、 C-2区に土層観察用の試掘坑を設定

した。

各層については以下のとおりである。土色については、日

本色研事業株式会社発行の「新版標準土色帳」を基準とした。

第l層 黒褐色土Hue5 YR 2/2 表土層である。 山林であっ

たため締りが弱い。

第2層 極暗褐色土Hue7.5 YR 2/3 粘性・締り共に弱くロ

一ム粒子を含有。須恵器包含層。

第3層 暗褐色土Hue7.5YR3/4 粘性がややあり、ローム

粒子を含有するローム漸移層。

第4層 明褐色土Hue7.5 YR 5/6 所謂ソフトローム層。

第 5層明褐色土Hue7.5 YR 5/6 締りが強く 2mm程の

赤色スコリアを多量に含有するハードローム層。

益且D.m

2 

第 3図新開遺跡Td区

標準土層 (1/20)
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IV.平安時代の遺構と遺物

1. 遺構の概要

今回の調査により発見された平安時代の遺構は、工房跡1軒および土坑5基である。工房跡

は、新聞遺跡Pb区・Gc区で発見されている工房跡と同様にロクロピットと考えられるピット

を中央部に有し竪穴跡の南隅に粘土を溜めた土坑が作られていたために工房跡と判断された。土

坑は、調査区の北東部に集中しており、 5基共にある程度土坑が埋まった状態以降の覆土中に須

恵器が廃棄されたような状態で検出された。

2. 遺構と遺物

工房跡

本工房は、調査区の南側A-1区・ A-2区を中心として存在する。工房跡の中央やや東寄

りに位置する。床面の一部および南西壁は撹乱のため遺存していなかったが、他の部分の遺存

状態は比較的良好である。確認面は第2層中面である。確認面より床面までの掘り込みの深さ

は40cmであった。

規模は北壁4.7m・東壁3.7m・南壁4.8m・西壁3.5mであり、形態は長方形を呈する。長

軸方位はN-210- Eである。壁は約75。の傾斜をもって立ちあがる。貼床(ローム粒・焼土・

白色粘土粒を含む)は壁際を除くほぽ全面に認められた。厚さは中心部で6cm、周辺部で3'"'-'4

cmである。工房跡の南側約2/3の範囲で貼床面が硬化していた。床面内に柱穴の存在はなく、

掘り込みの周囲を精査したが確認はされなかった。

北壁中央部やや西寄りに女瓦を燃焼部に転用した竃が確認されたが、北壁際に掘り込まれた

P-8により竃の右半分が破壊されていた。また、床面にP-1を中心として炉と推定される

焼土が集中する浅い窪みが3か所確認された。この焼土の集中する窪みは不自然に床を切って

おり、竃の焚き口付近にも存在することから、本工房跡に造り付けられた竃はある時期から不

必要になり簡易的な炉に変化したとも考えられる。

ピットは合計8基確認された。 P-1は床面中央やや東寄りに位置し、 Pb区・ Gc区で出土

したロクロピット(工作用ピット)と同様に径65cm深さ 15cmの椀形ピットの中央部に径10

cm深さ 33cmの小型ピットが掘り込まれる二重構造をもち、 P-2'"'-'5とは明らかに形態を異に

する。 P-2は撹乱により1/2の検出であるが径40cm-深さ 10cmの円形を呈すると思われる。

P-3は長軸40cm・短軸30cm・深さ 10cmの楕円形を呈する。 P-4は長軸40cm・短軸35

cm ・深さ 7cmの不整方形を呈する。 P-5は長軸35cm・短軸22cm・深さ 6cmの楕円形を呈

する。 P-2'"'-'5は規模・形態から柱穴ではないことが明らかであるが、用途は不明でbある。 P

6は工房跡の南東隅に位置する。規模は長軸1.7m・短軸1.5m深さ 30cmであり形態はやや長

方形を呈する。内面には6cm'"'-'8 cmの厚さで白色の良質な粘土が堆積しており、 P-6西際よ

り床面中央部に向かつて同質の粘土が拡がっていたことから粘土溜であると推定される。 P-7
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は北壁東側に位置する。 P-7内北東隅には水警と推定される須恵器査(第17図58)が置かれ

ていた。規模は、長軸1.5m・短軸0.7m・深さ 15cm。形態は不整な長方形を呈する。 P-8は

北壁中央部に竃を切って存在する。規模は、長軸0.9m・短軸0.6m・深さ 15cm。形態は不整

楕円形を呈する。覆土には焼土粒子が多量に含有されていた。

本遺構はP-1のような聴瞳もしくは工作台を埋め込んだと推定されるピットの存在および

P-6の焼物に適した良質の粘土が堆積したピットをもつこと、竃を破壊した後も使用した痕

跡が認められること、本遺構から半径約10m以内に同時期の須恵器焼成遺構4基が発見されて

いる(新開遺跡Tb区・Tc区)ことから単なる住居跡ではなく須恵器生産の工房跡と捕えられ

る。
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本遺構は、過去に発見された工房跡からの遺物出土量をはるかに越える遺物が出土している

が、遺物の垂直分布を見てみると覆土中層部および粘土溜部分からの遺物も多く見られる。そ

のため、工房がその用途を失った後、早い段階において土器の捨て場として利用された可能性

が強しユ。

工房跡より出土した遺物の総点数は5，252点である。須恵器杯破片がそのほとんどを占め、土

師器聾破片 152点、・須恵器聾破片 18点・査破片6点・男瓦3点・女瓦3点・土鈴3点・不明土

製品2点・釘状鉄製品 1点も出土している。須恵器坪の底部の成形技法はほとんどが回転糸切

り技法で二次調整が見られないが、少数ではあるが高台付きで底部を撫でたものも含まれてい

る。完形品および復元完形品は須恵器坪19点、・須恵器大査1点、・男瓦1点・土鈴1点である。

1号土坑

本遺構は調査区のほぽ中央B-3区に位置する。確認面は第2層上面である。上面において

遺存状態が悪く、遺物が広範囲に拡がっていた。平面形は長軸2.1m・短軸1.6mの不整楕円

形を呈する。長軸方位はN-290-W。壁高は25cmであり、凹凸のある底面から急激な立ちあ

がりの後緩やかとなる。覆土の状態は上層部において褐色を呈し焼土粒を少量含有しやや締ま

っており遺物を多く包含する。下層部は、褐色でローム粒を含有し締まりがない。

1号土坑より出土した遺物の総点数は255点である。遺物はすべて覆土中層から上層のにか

けて廃棄された状態で出土している。遺物の種類は須恵器破片がそのほとんどを占め、須恵器

壷破片・土師器聾破片・女瓦破片も含まれている。完形品として須恵器小型壷 1点および復元

完形品として須恵器坪1点が出土した。

2号土坑

本遺構は調査区のほぽ中央C-3区に位置する。確認面は第2層上面である。遺存状態は良

好である。平面形は長軸1.1m・短軸0.6mの楕円形を呈する。長軸方位はN-490-W。壁高

は30cmであり、ほぽ平らな底面から急激に立ちあがる。覆土の状態は上層部において暗褐色

を呈し焼土粒を少量含有しやや締まっており遺物を多く包含する。下層部は、黄暗褐色を呈し

ローム粒を含有しており締まりがない。

2号土坑より出土した遺物の総点数は76点である。遺物はすべて覆土中層から上層のにかけ

て廃棄された状態で出土している。遺物の種類はすべて須恵器破片である。須恵器坪の底部の

成形技法はほとんど回転糸切り技法で二次調整が見られないが、少数ではあるが高台付きで底

部を撫でたものも含まれる。復元完形品としては須恵器杯3点である。

3号土坑

本遺構は調査区のほぽ中央C-3区に位置する。確認面は第2層上面である。遺存状態は良好

である。平面形は長軸1.6m・短軸1.lmの楕円形を呈する。長軸方位は北である。壁高は30cm

であり、凹凸のある底面から急激に立ちあがる。覆土の状態は上層部は、暗褐色を呈し焼土粒
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を少量含有しやや締まっており遺物を多く包含する。下層部は、黄暗褐色を呈しローム粒を含

有しており締まりがない。

3号土坑より出土した遺物の総点数は 179点である。遺物はすべて覆土中層から上層にかけ

て廃棄された状態で出土している。遺物の種類は須恵器破片がそのほとんどを占め、土師器聾

破片が3点含まれている。須恵器杯の底部の成形技法はほとんどが回転糸切り技法で二次調整

が見られないが、少数ではあるが高台付きで底部を撫でたものも含まれる。復元完形品として

は須恵器杯2点である。

4号土坑

本遺構は調査区のほぽ中央B-3区に位置する。確認面は第2層上面である。本遺構の西側

壁面は撹乱により破壊されていた部分を除けば遺存状態はよい。平面形は長軸l.lm・短軸l.0

mのほぽ円形を呈するものと推定される。壁高は 23cmであり、比較的平な底面から急激に立

ちあがる。覆土の状態は上層部において黒褐色を呈し焼土粒を少量含有しやや締まっており遺

物を多く包含する。下層部は、黄暗褐色を呈しローム粒を含有しており締まりがない。

4号土坑より出土した遺物の総点数は299点である。遺物はすべて覆土中層から上層のにか

けて廃棄された状態で出土している。遺物種類は須恵器破片がほとんどを占め、須恵器壷破片・

土師器聾破片・女瓦破片が含まれる。須恵器坪底部の成形技法はほとんどが回転糸切り技法で

二次調整が見られないが、少数ではあるが高台付きで底部を撫でたものも含まれる。復元完形

品としては須恵器坪2点である。工房跡出土の聾破片と接合関係をもつものが1点存在した。

5号土坑

本遺構は調査区のやや北側C-3区に位置する。確認面は第2層上面である。遺存状態は良

好である。平面形は長軸l.3m・短軸0.9mの楕円形を呈する。長軸方位はN-120- E 。壁高

は47cmであり、凹凸のある丸みを帯びた底面から湾曲して立ちあがる。覆土の状態は上層部

において暗褐色を呈し焼土粒・炭化物を少量含有しやや締まっており遺物を多く包含する。下

層部は暗褐色~黄暗褐色を呈しローム粒を含有しており締まりがない。

5号土坑より出土した遺物の総点数は 176点である。遺物はすべて覆土中から廃棄された状

態で出土している。遺物の種類はすべて須恵器破片である。須恵器杯の底部お成形技法はほと

んどが回転糸切り技法で二次調整が見られないが、少数ではあるが高台付きで底部を撫でたも

のも含まれる。復元完形品としては須恵器坪3点である。

今回確認された土坑群は、ほとんどの規模が1m内外の楕円形を呈しており覆土中の出土遺

物を見ると同時期のものと推定される。また、すべての土坑において底面直上での遺物の出土

はなく、中面から上面にかけて出土している。これらの土坑の初期の目的は不明であるが、ほ

ぽ同時期に存在していた可能性があり、初期の目的を失いある程度の時間が経過した後土器の

廃棄場所として二次的利用されたものと捕えることができょう。
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締り有。白色粘土粒干 焼土粒子を多量に古有 e
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工房跡平面図 (1/40)第 5図
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1. Ds褐色土粘性やや有。締り弱。 l聞大の壌土粒子を少量吉有。

2. D~ 褐色土 粘性、締りやや有。 1mm大の焼土・ローム・炭化物を少量吉有。

3 暗褐色土 粘性、締り有。黄白色粘土粒子を吉有。

4 黄暗褐色土 粘性、締り有。ローム粒子を多量に吉有。

5 暗褐色土粘性有。締り弱。ローム 白色粘土粒子を多量に含有g

G 黄暗褐色土 粘性有、繰り弱。ロ ムを主体とする。

7 黄暗褐色土 粘性、締り強。ローム粒子を多量に吉有し、焼土を若干含む。

1. 音褐色土枯性、締り弱~ 1 mm大の燐土・

ロ ム・粘土粒子を含有。

2 暗褐色土粘性、締り弱。 1mm大の焼土・

ローム 炭化物粒子を吉有。

3 黄白色粘土
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第7図 ロクロピット詳細図 (1/20)
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第 8図粘土溜平面図 (1/20)
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暗褐色土鮎健締りやや有.鍵土佐子を少量含有.

暗縄色土粘性やや有.織り弱.焼土組子を含有.

賞暗褐色土 枯住やや有.情。弱.ローム純子を含有，

.糟褐色jヒ 給佐織。やや有.ロ ム純子を緬少.含有.

。 1m 

。 1m 
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鳳褐色土粕健編締りやや有.焼土純子.少量含有.

暗褐色土給健やや有.鱒り弱.ローム鎗土純子を少量含有.

暗褐色土特性やや有.・・0弱.ローム佐子.含有. 
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略褐色土結佳織り弱.ローム鍵之棺子.少霊含有.

略褐色土粘性縄りやや有.炭化物鐙予を僅かに会脅.

時褐色土粘性やや有..・り調.ローム炭化物鶴子を少量含有.

暗褐色土粘位踊りやや有.ローム位予を少量含有.

崎褐色土粘性， . .，やや有.ロ ム艦子を多.に含有.

暗褐色土結位やや有.織り鋼.ロ ム組子.少量含有.

略燭色土敏性縄ηやや有.ローム位予告少量含有.

暗得色土粘偉有繍η弱.ローム住子.少量含有.

貧層褐色土結住宥.締り珊 ローム胞子を多盤に含有.。 1m 

。 1m 
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図 No 出土遺構 器種 器高 口径 底径 色 調 器 再5 の 特 徴 備 考 注記 No
(推) (推) (推)

第14図 須恵器 cm ロn 明 Hue5YR 底部は回転糸切りの平底ム体制T下端は2nm 胎土細砂・粗砂含有 SNTd 1号住
1 工房跡 t不 5.2 14.7 6.9 '1. 程角度を持って立ち上がる。口縁部はわずか 焼成不良 実 502

燈 に外反する。 完耳翁もである。

第14図 5頁恵器 Hue 5YR 底部は回転糸切りの平底。口唇部はやや丸 胎土細砂・粗砂含有 SNTd 1号住
2 工房跡 工不 4.7 13.5 5.7 '1， みを持ってわずかに外反する。 焼成不良 実 424

灰黄 完芹対主である。

第14図 須)!器 Hue 5Y 底部は回転糸切りで上げ底状。体部は角度 胎土細砂・粗砂含有 SNTd 1号住

3 工房跡 士不 5.2 13.8 6.0 '1， を持って素直に立ち上がり、体部厚と変わら 焼成不良 実 471.472. 

灰白 ずに口唇部に至る。 完汗吉見である。 473 

第14図 須恵器 Hue 5Y 底部は回転糸切りでやや上げ底気味。体部 胎土組砂磯含有 SNTd 1号住
4 工房跡 I不 3.9 (12.3) (4.6) '1， は比較的緩やかに立ち上がり、口縁部はやや 焼成不良 実 312.313.

灰白 外反する。口唇部は肥厚する。 口縁部>i欠f員

第14図 須恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りの平底であるが、歪を持 胎土細砂・粗砂含有 SNTd 1号住
5 工房跡 主不 5.8 14.4 5.6 '1， つために丸味を帯びる。焼成前に意図的な歪 焼成やや良 実 336

灰白 みをもっロ 完坪沼もである。

第14図 須恵器 Hue 5YR 底部は平底である。緩い稜をもって緩やか 胎土細砂・粗砂含有 前 d1号住
6 工房跡 士不 5.1 18.2 6.4 '1. に立ち上がる。口縁部はやや肥厚する。 焼成やや良 実 234.440.

檀 体部>i欠損 474.477. 479 

第14図 須恵器 Hue 5Y 底部は回転糸切りの平底。体部はやや角度 胎土細砂・粗砂含有 SNTd 1号住
7 工房跡 I不 5.0 (14.7) (7.8) '1， をもって立ち上がる。口縁部はわずかに外反 焼成やや良 実 428

にぶむ、檀 する。 >i欠損

第14図 須恵器 Hue 7.5Y 底部は回転糸切りの平底舟小振りの底部よ 始土粗砂・磯含有 SNTd 1号住
8 工房跡 ま不 4.6 13.2 4.8 '1. りやや膨らみをもって立ち上がる。口縁部は 焼成良 実 215.413.

灰 ごくわずかに外反する。 口縁部li欠損 480.518 

第14図 須Ji!!:務 Hue 7.5Y 底部は回転糸切りの平底。体部はやや角度 胎土粗砂・磯含有 SNTd 1号住
9 工房跡 主不 4.2 (13.4) (5.4) '1， をもって立ち上がる。口縁部はやや肥厚し、 焼成不良 実 246.247

4畳 口唇部は若干丸味を帯びる。 >i欠損

第14図 2頁恵器 Hue 5Y 底部は回転糸切りの平底。体部は緩やかな 胎土粗砂含有 SNTd 1号{主
10 工房跡 士不 4.0 13.3 5.3 '1， 稜をもち、角度をもって立ち上がる。口縁部 焼成やや不良 実 487.00

浅黄 はわずかに外反する。 休部活欠損

第14図 須恵器 Hue 5Y 底部は回転糸切りでやや上げ底気味。休部 胎土粗砂含有 SNTd 1号住
11 工房跡 工事 4.2 (13.4) (5.2) '1. に緩やかな稜をもち、口縁部はやや外反才 焼成良 実 224.354

灰 る。口縁のー音問己歪をもっ。 体部 '1，欠損 360.361 

第14図 須恵器 Hue 5Y 底部は回転糸切りの平底ム体部は緩やかな 胎土粗砂・離合有 5附d1号住
12 工房跡 ま不 4.7 12.6 5.6 '1， 稜をもち、丸味をもって立ち上がる。ロ縁部 焼成やや不良 実 427.00

灰白 は肥厚し外反する。口唇部は丸味を帯びる。 口縁部>i欠損 HO 

第14図 須恵器 Hue7.5YR 底部は回転糸切りの平底戸体部は比較自曜 胎土組砂含有 SNTd 1号住
13 工房跡 工不 4.2 12.1 5.3 '1， やかに立ち上がる。口縁部はわずかに外反す 焼成良 実 202.203

燈 るロ 休部見欠損 204.206.367 

第15図 須恵器 Hue7.5YR 底部は回転糸切りでやや上げ底気味。体部 胎土粗砂含有 SNTd 1号住
14 工房跡 部 4.4 (13.8) (5.8) '1， に緩やかな稜をもっ。口縁部はやや外反す 焼成やや不良 実 172.226

黄偉 る。 口縁部%欠f員 359 

第15図 須恵器 Hue2.5GY 底部は回転糸切りでやや上げ底気味。体部 胎土鰍密である。 SNTd 1号住
15 工房跡 主不 4.1 (12.9) (5.3) '1. にごく弱b殺をもっ。器厚は毒事く、口縁部は 焼成良 実 127.397.

暗オザー7灰 若干外反する。 ロ縁部予言欠f員 398.8-2実59

第15図 須恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りでやや上げ底気味。体部 胎土鰍密である。 SNTd 1号住
16 工房跡 主不 4.0 (12.9) (4.9) '1， にごく弱い稜をもっ。器厚は薄手である。 焼成良 実 399

浅黄 休部 '1.欠鍋

第15図 須恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りの平底。体部に緩やかな 胎土組砂含有 SNTd 1号住
17 工房跡 主不 4.2 12.6 5.1 '1， 稜をもっ。口縁部は若干肥厚し、やや外反す 焼成不良 実 337

灰白 る。 完形品である。

遺物観察表(1 ) 
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図 No 出土遺構 器種 器高 口 4室 底径 色 調 器 形 の 特 徴 備 考 注記 No
(推) (推) (推)

第15図 ;耳)[!:器 口n ロn 叩 Hue7.5YR 底部は回転糸切りの平底。体部に緩やかな 胎土粗砂含有 SNfd 1号住
18 工房跡 ま不 4.3 13.5 5.2 4/， 稜をもっ。口縁部はやや外反し、口唇部は平 焼成不良 実 191.365 

にぶい橿 である。 口縁割ト-$次損

第15図 須恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りの平底。体部に緩やかな 胎土粗砂・磯含有 SNfd 1号住
19 工房跡 士不 4.2 (13.0) (5.6) '/， 稜をもっ。口縁部はやや外反し、口唇部はや 焼成不良 実 392，394

灰黄 や芦L日未を帯びる。 体部~欠損

第15図 2克恵器 Hue 5YR 底部は回転糸切りでやや上げ底気味。体部 胎土粗砂含有 SNfd 1号伎
20 工房跡 士不 3.6 (13.2) (5.6) '/， に緩やかな稜をもっ。口縁部はやや外反す 焼成不良 実 21

慣 る。器厚は薄手であるロ 体部%欠損 。。

第15図 2頁恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りの平底。体部に緩やかな 胎土粗砂含有 SNfd 1号住
21 工房跡 士不 3.7 (12.7) (6.0) '/， 稜をもっ。口縁部はわずかに外反する。器厚 焼成やや不良 実 267.329

灰黄 は薄手である。 ~欠婦

第15図 2頁恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りの平底。休部にごく緩い 胎土粗砂・磯含有 SNfd 1号住
22 工房跡 ま不 3.7 (13.5) (5.7) '/， 稜をもち、角度をもって立ち上がる。ロ縁部 焼成やや不良 K-OO 

にぶい貧 はわずかに外反する。 体部%欠損 。。

第15図 須恵器 Hue7.5YR 底部は回転糸切りの平底。体部にごく緩い 胎主徴密である。 SNfd 1号住
23 工房跡 ま不 4.5 (12.8) (5.7) '/， 稜をもっ。器厚はやや厚手である。 焼成やや良 実 333.00

にぶい褐 体部%欠損 K-OO 

第15図 2頁恵器 Hue7.5YR 底部は回転糸切りの平底。体部にごく緩や 胎土磯含有 SNfd 1号住
24 工房跡 ま不 5.1 (14.6) 6.5 '/， かな稜をもっ。口縁部はやや肥厚し、口唇部 焼成やや良 実 220

fl'! は平である。 体部 4/，欠損

第15図 2互恵器 Hue 10YR 底部は回転糸切りの平底。体部にごく緩い 飴土磯含有 SNfd 1号住
25 工房跡 主不 (6.0) 4/， 稜をもっ。器厚はやや薄手である。 焼成やや良 実 231.232 

凶噴燈 体部欠損 357 

第15図 須)[!:器 Hue7.5YR 底部は回転糸切りの平底。体部は丸味を帯 胎土磯含有 SNfd 1号住
26 工房跡 士不 4.9 (14.3) (5.5) '/， ぴて急角度で立ち上がり、口縁部はほとんど 焼成やや良 実 155.156.

燈 外反しない。 ~欠損 157.00 

第15図 須恵器 Hue 2.5Y 体部にごくわずかな稜をもっ。ロ縁部は肥 胎土磁含有 SNfd 1号住
27 工房跡 ま不 3.6 12.9 '/， 厚し、口唇部は丸昧を帯びる。器厚は厚手で 焼成やや良 実 468.00

灰黄 ある。 底部欠損 ネ00

第15図 須恵若宮 Hue 2.5Y 底部は貼付け高台である。畳付部は丸味を 胎土粗砂含有 SNfd 1号住
28 工房跡 高台付 (6.8) '/， 帯びる。器厚は厚手である。 焼成不良 実 38

ま不 浅黄 体部欠損

説~ 2克恵器 Hue7.5YR 底部は貼付け高台である。畳付部は平であ 胎土組砂・磁含有
実畑M411時341|l 29 工房跡 高台付 5.7 (15.0) (7.0) '/， る。体部にわずかな稜をもっ。口縁部は肥厚 焼成不良

ま不 信 し外反する。 体部%欠損 418 

[第jp 5頁恵器 Hue N 51 底部は回転糸切りの平底。体部は丸味を帯 胎土粗砂・磁含有 SNfd 1号1.住00 
工房跡 士不 4.9 (13.4) (5.6) ぴて立ち上がり、口縁部はごくわずかに外反 焼成良 実 50.21

灰 する。口縁部の一部に自然納付着。 ~欠t員 446.492. K-OO 

第16図 須恵若宮 Hue 10Y 底部は回転糸切りで上げ底気味。体部に緩 胎土粗砂含有 SNfd 1号K
31 1号土坑 Z不 4.0 (12.8) (4.8) '/， やかな稜をもっ。口縁部はやや外反する。歪 焼成不良 実 87.89

灰 みを有するロ ~欠損

第16図 須恵器 Hue 2. 5Y 底部は回転糸切りの平底。体部は器肉を厚 胎土鰍密である。 SNfd 1号K
32 1号土坑 t不 3.8 (13.8) (5.0) '/， くし、口縁部はやや外反する。歪を有する。 焼成やや良 実53.77.83.

にぶい黄 口縁部%欠損 88.95. 00 

第16図 須恵器 Hue 7.5Y 底部は回転糸切りの平底であるが、焼成前 胎土徽密である。 SNfd 1号K
33 1号土坑 士不 5.0 (12.4) (5.2) '/， の意図的な潰しのためやや湾曲する。体部に 焼成やや良 実 54

灰 緩む殺をもっ。自縛附着。 体部%欠損

|第16図 須恵器 Hue7.5YR 底部は回転糸切りで上げ底気味。休部に緩 胎土徹密である。 叩 d2号K
34 2号土坑 土不 3.9 (13.6) (5.3) '/， やかな稜をもっ。口縁部は肥厚し外反する。 焼成不良 実 19

4量 口唇部は丸味を帯びる。 体部%欠損

遺物観察表(2 ) 
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図 No 出土遺構 器種 器高 口径 底径 色 調 器 形 の 特 徴 備 考 r主言eNo 
(推) (推) (推)

第16図 須恵器 cm cm 叩恥e2.5Y 底部は回転糸切りの平底。体部は丸味を帯 胎土粗砂含有 SNTd 2号K

35 2号土坑 主不 3.9 (11. 4) (5.6) '/， ぴて立ち上がる。器肉は厚く、口唇部は丸味 焼成不良 実 24

灰黄 を帯びる。 口縁部~欠損

第16図 須恵器 Hue 5YR 底部は回転糸切りでやや上げ底気味。体部 胎土粗砂・磯含有 SNTd 2号K
36 2号土坑 ま不 4.7 13.6 6.2 '/， は急角度に立ち上がり丸味を帯びる。口唇部 焼成不良 実 25

檀 は肥厚し1L味を帯びる。 体部y.i欠損

第16図 2頁恵器 血児 10YR 底部は回転糸切りの平底。休部は若干丸味 胎土粗砂・磯含有 SNTd 3号K
37 3号土坑 士不 4.6 (13.2) (5.6) '/， を帯び、口縁部は外反する。口唇部は丸味を 焼成やや良 実 36.37.46

ι品噴燈 帯びる。 体部~欠損 60. 00 

第16図 ;頁恵器 Hue7.5YR 底部は回転糸切りでやや上げ底気味。体部 胎土粗砂・磯含有 SNTd 2号K
38 2号土坑 士不 5.9 14.6 6.9 '/， にごくわずかな稜をもち、急角度に立ち上が 焼成やや良 実10.12.26

fl! る。口縁部は外反する。 完庁主括 33.36.37. 00 

第16図 須恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りの平底。口縁部は肥厚 胎土鍛密である。 SNTd 3号K
39 3号土坑 杯 4.0 13.1 5.1 1/， し、口唇部は平である。若干の歪みを持つ。 焼成やや良 実1.8. 78 

黒褐 体部見欠損 試C-3実1.00 

第16図 須恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りでやや上げ底気味。休部 胎土組砂含有 SNTd 4号K
40 4号土坑 ま不 4.5 12.65 5.2 '/， に緩む慨をもっ。ロ縁部は外反する。 焼成不良 実 122②

浅黄 口縁部y.i欠損

第16図 須恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りの平底。ロ縁部はやや外 胎土組砂・磯含有 SNTd C-l 
41 遺構外 ま不 3.7 (13.6) (6.0) '/， 反し、口唇部は丸味を帯びる。歪みを持つ。 焼成やや良 実 52

灰黄 口縁部'/，欠f員

第16図 2頁恵占指 Hue7.5YR 底部は回転糸切りでやや上げ底気味。体部 胎土粗砂含有 SNTd 4号K
42 4号土坑 ま不 3.7 13.7 5.5 0/， に緩やかな稜をもっ。口縁部は外反し、口唇 焼成やや良 実 36.41.63 

燈 部は肥厚する。 ロ縁部-$欠損 83. 00 

第16図 須恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りの平底。体部にごく緩や 胎土磯含有 SNTd 4号K
43 4号土坑 士不 (6.6) '/， かな稜をもっ。 焼成やや良 実 115.

明黄褐 体部欠損 121. 

第16図 須恵器 Hue 5Y 底部は回転糸切りの平底。体部にごく緩い 胎土粗砂・磯含有 SNTd 5号K
44 5号土坑 工事 4.4 13.1 5.5 '/， 稜をもっ。口縁部は外反する。 焼成不良 実 4・00 I 

灰オリイ 口縁部部欠損

第16図 須恵器 Hue 5YR 底部は回転糸切りの平底。体部に緩い稜を 胎土鰍密であるロ S阿部|
45 5号土坑 ま不 4.4 13.3 5.5 '/， もつ。口縁部はわずかに外反する。口縁部の 焼成やや良 実 22.00 

橿 一司lに歪みをもっ。 体部y.i欠損

第16図 須恵器 Hue 7.5Y 底部は回転糸切りの平底。体部は丸味を帯 胎土磯含有 SNTd 1号K
46 l号土坑 小型資 8.6 5.2 6.3 1/， ぴて立ち上がり、肩部に若干の段を有す。 焼成やや不良 実76

灰 完庁5品

第16図 須恵器 Hue 10YR 底部は回転糸切りの平底。休部に緩い稜を 胎土粗砂含有 SNTd 5号KI
47 5号土坑 士不 3.7 (13.4) (5.2) '/， もつ。器肉は薄手で、口縁部はわずかに外反 焼成不良 実37.38.00

凶、黄信 する。 体部~欠損

第16図 ~Ii恵器 Hue 2.5Y 底部は回転糸切りの平底。体部に緩い稜を 胎土粗砂含有 SNTd 5号K
48 5号土坑 主不 4.0 (14.0) (5.0) '/， もつ。器肉は薄手で、口縁部は若干肥厚す 焼成不良 実 8.00

凶噴 る。 ロ縁部~欠損

第16図 2寛恵器 Hue 5YR 底部は貼付け高台である。畳付部は平であ 胎土組砂含有 SNTd試 E-3I 
49 遺構外 高台付 (7.3) '/0 る。 焼成やや不良 実 5

王手 4置 体部欠損

l第16図 5頁恵器 Hue 5Y 底部は員占付げ高台である。畳付部は平であ 胎土磯含有 SNTd試 E-3
5日 遺構外 高台f寸 5.2 (14.4) (7.4) 1/‘ る。体部に緩い稜をもち、ロ縁部はやや外反 焼成良 実 8.9.13.14

士不 灰 する。口縁部に歪みをもっ。 体部欠損 19.00 

遺物観察表(3 ) 
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図No 出土遺構 器種 器高 口径 底 f呈 色 調 器 青Z の 特 徴 備 考 j主記 No
(現) (推) (推)

第17図 土B暗号 ロn 。n 。nHue7.5YR 平底より立ち上がり、胴部上位にJ;t.味を帯 胎土組砂・磯含有 SNfd 1号住
51 工房跡 受 15.4 13.9 6.0 '/. ぴる。胴部上位に最大径をもっ。外面胴剖獲 焼成やや良 実170.173陶5

にぶい檀 即lり。内面箆ナデ。ロ縁部横ナデ。 胴部ト部欠f員 180.208.372 

第17図 土師著書 Hue7.5YR 胸部辻位に最大径をもっ。外醗聞報位の 胎土粗砂・磯含有 SNfd 1号住
52 工房跡 費 (20.0) 18.2 '/， 箆削り。内面箆ナデ。口緑樹首費ナデ。 焼成良 実 161.164 

にぷい橿 口縁部・網部~残存 443 

第17図 ~l間宮 Hue 58 底部は貼付け高台。ロクロ水挽き調整均繍 胎土鰍密である。 SNfd 1号住
53 工房跡 費 (10.5) (ー) (12.4) ‘/， される。 焼成良 実 294.

晴育灰 底割トイ洞部のー剖磯存 426. 

第17図 土自市器 Hue7.5YR 平底より立ち上がり、胴部中位上面に最大 胎土組砂・様含有 SNfd 1号住
54 工房跡 費 14.7 (14.0) 7.9 ‘/， 径をもっ。口縁部はやや外反する。外面胴部 焼成やや良 実 385.390.

にぷい燈 斜位の箆開明。内面箆ナデ。口縁剖精ナデ。 鋼部%欠f員 395 

第17図 工房跡 土B穂署 Hue7.5YR 口縁部はほぼ垂直に立ち上がる。頚部に段 胎土組砂・磯含有 SNfd 1号住
55 4号土坑 費 (6.9) (20.4) '/， を有す。外副同部醐1)り.内面箆ナデ。口縁 焼成やや良 実 13!J.. I 

明褐 苛精ナデ均摘される。 口縁部'/.残存 4号K実126

第17図 土銅理骨 Hue7.5YR 平底の底部よりやや角度をもって立ち上が 胎土粗砂・磯含有 SNfd 1号住
56 工房跡 費 (15.3) 7.4 '/. る。外面は斜位の箆削り。 内面は機位の箆ナ 焼成やや良 実9.16.28.49

lこぶしヰ豊 デ均功面される。 底部~胸部残存 165.299.412. 

第17図 土E穂署 恥e7.5YR 平底の底部よりやや角度をもって立ち上が 胎土組砂・磯含有 SNfd 1号住
57 工房跡 費 11. 9 (12.2) 7.2 ‘/， る。口縁部はやや外反する。胴部上位に最大 焼成良 実18.236.369

にぷし坤畳 径をもっ。外面腕部箆即lり。内面箆ナデ。 %獲得 448.455 
"玄

第17図 通議事 Hue 5Y 平底から内膏しながら立ち上がり、胴都中 胎土粗砂・磁含有 SNfd 1号住
58 工房跡 型 52.5 32.7 14.7 '/， 位に最大径をもっ。口縁部は大きく外反@口 焼成不良 実 470

灰白 轡部決る。外面胴割引き目。内面押え具痕。 完形

図No 出土遺構 種別 最大長 最大巾 重さ 色 調 器 耳5 の 特 徴 備 考 注記 No
(現) (現) (現)

第17図 叩t ロn g I Hue7.5YR 下部を欠損する。指頭によるナデ均等匝され 胎土細砂含有 S胃fd1号住
59 工房跡 土鈴 (2.7) (2.8) (6.05) '/. る。穿孔は、樟状工異による。径 21111¥。 焼成良 。。

にぷい種 %欠f員

第17図 Hue7.5YR 粘土焼を上下二分劃したものを指頭により 胎土細砂含有 SNfd 1号住
60 工房跡 土鈴 5.7 4.2 34.1 '/‘ 貼りあわせ、上端の穿孔部をつまみ出してい 焼成良

。。
にぶい檀 る。鈴口の関口はなく、 0.5l11li程の空気後き 完形

がlか所穿孔されている。

図No 出土遺構 種別 広縛樋 狭端繍 最大長 色 調 器 青3 の 特 徴 備 考 r主記 No

第18図 ロn an an 恥e5Y 凸面は縄の叩きの後横ナデ。凹面は布目。 胎土磯含有 SNfd 1号住
61 工房跡 男瓦 20.7 11.7 39.9 '/， 布目のよれによる庄痕が認められる。狭端面 焼成やや良 実 233

灰 1リイ はナデ、広端面は箆削り調整均痛される。 完形

第201:1ll Hue 2.5Y 凸面は縄の叩き。指頭による撫で付け痕が 胎土精選されている SNfd 1号住
62 工房跡 女瓦 '/， 見られる。凹面は布目。仰胤面は棒状工具に 焼成良 実 454

にぷい黄 よるナデ調整均功面される. 狭端面一部欠損

第201:1ll Hue7.5YR 凸面は縄の叩きの後横ナデ。凹面は布目。 胎土精選されている SNfd 1号{主
63 工房跡 男瓦 '/， 布目のよれによる圧痕均認められる。広端面 焼成やや不良 実 297.425

にぷい檀 は箆ナデ調整カ守面される。 ~欠損

第20図 Hue 2.5Y 凸面は縄の叩き。凹面は布目。布目の合わ 胎土織量されている SNfd 1号住
64 工房跡 女瓦 '/， せによる圧痕が認められる。 焼成やや良 実 250

黄灰 '/.残存

第22図 Hue lOYR 凸面は縄の叩きの後検ナデ。凹面は布目。 胎土精選されている SNfd 1号住
65 工房跡 男瓦 18.9 ‘/， 布目のよれによる圧痕均認められる。 焼成不良 実 217

国、黄櫨 li残存

第22図 Hue 2.5Y 凸面は縄の叩き。棒状工具によるナデがl 胎土 精選されている SNfd 1号住
66 工房跡 女瓦 '/. 条見られる。凹面は布目。個憐癌はナデ識整 焼成やや良 実 221

黄褐 均摘される。 一部残存

遺物観察表(4 ) 
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v.その他の遺構
6号土坑

本遺構は調査区のほぼ中央C-3区に位置する。平面形は確認面で長軸1.8m、短軸1.1m

楕円形、底面部で長軸1.3m、短軸0.6mの長方形を呈し、東側約 1/3が40cmほど掘り込ま

れ、段を有する。長軸方位はN-410-Eである。壁はほぼ850の急傾斜を持って立ち上がり、確

認面より最深部まで1.9mの深さを持ち、底部上段面までは1.45mである。

覆土は大別すると 3層に分けることができ、上層部は黒褐色土層、中層部はロームブロック

を多量に含有する黄暗褐色土層、最下層はさらさらした黒褐色土層である。

遺物の出土はなく時期および性格は不明でトあるが、新開遺跡Ab区より形態・覆土の状態等が

類似する土坑 (L.N.27)が発見されている。

¥ぞ 多/

多/

ぷ@
彦ク

多/

.々も
‘% 。-

2 黒褐色土粘性弱。締りやや有。ローム粒子を多量に含有.

3 黒褐色土粘性、締りやや有.ローム粒子・焼土粒少量含有.

13. 暗褐色土粘准有。締り弱。ローム粒子を多量に含有しロ ムプロック古有。

14 黄暗褐色土 粘性有。締り弱。ローム粒子を多量に含有しロームプロック含有.

4 黒褐色土粘性やや有。締り弱。ロ ム粒子を少量吉有. 15 暗褐色土粘性有。締り弱.ロ ム粒子を多量に含有.

5 黄暗褐色土 粘性、締り弱。ローム粒子を多量に古有。 16 黄褐色土 粘川主強.締り弱。ローム粒子を主体とする。

6 黄暗褐色土 粘性、締り弱。ローム微粒子を多量に古有。

7 黒褐色土粘性、締りやや有。ローム粒子・プロックを少量吉有.

8 黄暗褐色土 粘性、締り有.ローム粒子を宮有@

17. 賞褐色土粘性強。締り弱。ローム粧子・ロームプロックが主体.

18 黄暗褐色土粘性強。締り弱。ローム粧子を主体とし、黒色土粒を吉有.

19. 黄暗褐色土粘性やや有。締り弱。ロ ム粒子を多量に含有.

9 黄褐色土粘性有.締り弱。ローム粒子を多量に含有.

10. 暗褐色土粘性、締り弱。ロ ム粒子を含有.
11 暗褐色土粘性、締り弱。ローム粒子を少量吉有.

12. 暗褐色土粘性、締り弱.ローム粒子を多量に吉有.

20 貧褐色土粘性強.締り弱。ロームプロックを主体とする。

21. 黒褐色土粘性やや有.締り弱。ローム胞子を少量含有。

0.~m 
第 23図 B号土坑平面図 (1/30)
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調査組織と参加者

調査組織調査主体者三芳町教育委員会教育長富田信男

調査事務局松本輝男 (三芳町立歴史民俗資料館長)

馬場初江 (三芳町立歴史民俗資料館主任)

佐藤雅之 (三芳町立歴史民俗資料館主事補)

調査担当者 松本富雄 (三芳町立歴史民俗資料館副館長・学芸員)

柳井章宏 (三芳町立歴史民俗資料館主事・学芸員)

発掘調査・整理作業参加者(調査協力員)

池上英雄、池上ミヤ子、一色玲子、岩佐明美、上杉智美、大久保邦彦、小野沢紋太郎、

明松慶子、窪田荘司、河野俊郎、合回 恵、杉田浩子、新田登和子、塙和男、細田理美子、

真尾節子、黛佳代子
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